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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
内視鏡の挿入部内に管路を挿通し、該管路の先端を該挿入部先端に開口させ、この管路の
開口端に、流路を曲折する流路曲折ノズルを挿脱可能に設けた内視鏡の先端部構造におい
て、
　上記管路開口端に挿脱される流路曲折ノズル本体と、このノズル本体に一端部が接続さ
れた弾性材料からなる接続帯体と、この接続帯体の一部に形成された固定突起とを有する
弾性ノズルユニットを設け、
　上記挿入部先端面に、この弾性ノズルユニットの固定突起を固定する挿入固定穴を形成
し、
　上記接続帯体を、上記固定突起を上記挿入固定穴に固定した状態で流路曲折ノズル本体
を上記管路開口端に着脱可能とする寸法としたことを特徴とする内視鏡の先端部構造。
【請求項２】
請求項１記載の内視鏡の先端部構造において、内視鏡挿入部内の管路は、送気チューブと
送水チューブであり、上記弾性ノズルユニットと挿入部先端面の挿入固定穴は、この送気
チューブと送水チューブの独立した開口端用に独立した一対が備えられていて、一対の弾
性ノズルユニットの流路曲折ノズル本体は該送気チューブからの送気と送水チューブから
の送水を挿入部先端に配置されている対物レンズに向けて曲折する内視鏡の先端部構造。
【請求項３】
請求項１記載の内視鏡の先端部構造において、内視鏡挿入部内の管路は、送気チューブと
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送水チューブであり、上記弾性ノズルユニットは、
この送気チューブと送水チューブの独立した一対の開口端に挿脱される一対の流路曲折ノ
ズル本体と、この一対の流路曲折ノズル本体を接続する第一の接続帯体と、何れか一方の
流路曲折ノズル本体から延長した第二の接続帯体と、この第二の接続帯体の先端部に設け
た固定突起とを有し、一対の弾性ノズルユニットの流路曲折ノズル本体は該送気チューブ
からの送気と送水チューブからの送水を挿入部先端に配置されている対物レンズに向けて
曲折する内視鏡の先端部構造。
【請求項４】
請求項１記載の内視鏡の先端部構造において、内視鏡挿入部内の管路は、送気チューブと
送水チューブであり、上記弾性ノズルユニットは、
この送気チューブと送水チューブの独立した一対の開口端に挿脱される一対の流路曲折ノ
ズル本体と、この一対の流路曲折ノズル本体を接続する接続帯体と、この接続帯体の中間
部に設けた固定突起とを有し、一対の弾性ノズルユニットの流路曲折ノズル本体は該送気
チューブからの送気と送水チューブからの送水を挿入部先端に配置されている対物レンズ
に向けて曲折する内視鏡の先端部構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【技術分野】
本発明は、内視鏡の先端部構造に関する。
【０００２】
【従来技術およびその問題点】
内視鏡の挿入部には、各種の管路が挿通されている。このうち、例えば対物レンズ表面の
洗浄を目的とする送気チャンネルや送水チャンネルの先端は、挿入部先端に開口していて
、その開口端に、流路を対物レンズ側に向けて曲折する流路曲折ノズルが設けられている
。この流路曲折ノズルは、管路のブラシ洗浄を可能とした着脱が可能な着脱式と、着脱が
不能な固定式とが知られているが、送気チャンネルや送水チャンネルの管路内径は１．２
ｍｍ程度と非常に細径であるため、前者は、小さい流路曲折ノズルの着脱が困難であるば
かりか外したときに紛失しやすい。また、後者は、管路のブラシ洗浄ができないという問
題があった。
【０００３】
固定式でもブラシ洗浄を可能にするため、流路曲折ノズルの天井部（直線状の管路の延長
部分）に貫通穴を設け、この貫通穴に栓体を着脱可能としたものが知られているが、栓体
は一層小さく、脱着作業が困難でかつ脱落（紛失）の危険性が高い。
【０００４】
【発明の目的】
本発明は、挿入部の先端に開口する管路に流路曲折ノズルを挿脱可能に設ける内視鏡であ
って、該ノズルを外したときにも紛失のおそれのない内視鏡の先端部構造を得ることを目
的とする。
【０００５】
【発明の概要】
　本発明は、内視鏡の挿入部内に管路を挿通し、該管路の先端を該挿入部先端に開口させ
、この管路の開口端に、流路を曲折する流路曲折ノズルを挿脱可能に設けた内視鏡の先端
部構造において、上記管路開口端に挿脱される流路曲折ノズル本体と、このノズル本体に
一端部が接続された弾性材料からなる接続帯体と、この接続帯体の一部に形成された固定
突起とを有する弾性ノズルユニットを設け、上記挿入部先端面に、この弾性ノズルユニッ
トの固定突起を固定する挿入固定穴を形成し、上記接続帯体を、上記固定突起を上記挿入
固定穴に固定した状態で流路曲折ノズル本体を上記管路開口端に着脱可能とする寸法とし
たことを特徴としている。
　この先端部構造によれば、ノズル本体は、管路開口端から外しても、接続帯体と固定突
起（挿入固定穴）により、内視鏡先端部に保持され、脱落や紛失のおそれがない。
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【０００６】
内視鏡挿入部内の管路は、具体的には独立した送気チューブと送水チューブであり、ノズ
ル本体は、内視鏡先端部に設けた対物レンズに向けて流路を曲折する。
この態様において、弾性ノズルユニットと挿入部先端面の挿入固定穴は、この送気チュー
ブと送水チューブの独立した開口端用に独立した一対を備えることができる。
あるいは、送気チューブと送水チューブの独立した一対の開口端に挿脱される一対の流路
曲折ノズル本体と、この一対の流路曲折ノズル本体を接続する第一の接続帯体と、何れか
一方の流路曲折ノズル本体から延長した第二の接続帯体と、この第二の接続帯体の先端部
に設けた固定突起とを備える態様も可能である。
さらに、送気チューブと送水チューブの独立した一対の開口端に挿脱される一対の流路曲
折ノズル本体と、この一対の流路曲折ノズル本体を接続する接続帯体と、この接続帯体の
中間部に設けた固定突起と備える態様も可能である。この後の二つの態様では、挿入部先
端面の挿入固定穴は一つで足りる。
【０００７】
【発明の実施形態】
図６は、内視鏡１０の全体構成の一例を示すもので、体腔内に挿入される挿入部１１とそ
の基部側に接続された操作部１２を有している。挿入部１１は、先端側から順に先端部１
３、湾曲部１４及び可撓管部１５を有しており、さらに可撓管部１５が連結部１６を介し
て操作部１２に接続している。操作部１２からはユニバーサルチューブ１７が延設されて
おり、該ユニバーサルチューブ１７の末端に設けたコネクタ部１８は、内視鏡本体とは別
体の図示しないプロセッサに着脱可能となっている。
【０００８】
先端部１３の端面には、図１、図２に示すように、対物レンズ２１、一対の配光レンズ２
２、処置具挿通チャンネル出口２３、送気チューブ２４の出口開口２４ａ、及び送水チュ
ーブ２５の出口開口２５ａが配置されている。処置具挿通チャンネル出口２３は、操作部
１２の処置具挿入口２０に連通している。送気チューブ２４は送気源に接続されており、
操作部１２の送気ボタン２７の操作により空気を噴出する。送水チューブ２５は送水源に
接続されており、操作部１２の送水ボタン２８の操作により水を噴出する。
【０００９】
対物レンズ２１は、観察物体の像を先端部１３内のＣＣＤ１９上に結像させる。ＣＣＤ１
９による像信号は、信号伝送ケーブルを介してプロセッサに送られ、ＴＶモニタに表示さ
れる。配光レンズ２２は、ライトガイドファイバを介してプロセッサの光源に接続されて
いる。
【００１０】
図２、図３の実施形態の特徴とする弾性ノズルユニット３０は、送気チューブ２４用と送
水チューブ２５用に独立しており、実質的に同一形状である。一対の弾性ノズルユニット
３０はそれぞれ、出口開口２４ａ（２５ａ）に挿脱される流路曲折ノズル本体３１、この
流路曲折ノズル本体３１に一端部が接続された接続帯体３２、及びこの接続帯体３２の他
端部に形成した固定突起３３を有している。先端部１３の先端面には、一対の弾性ノズル
ユニット３０の固定突起３３をそれぞれ挿入固定する独立した挿入固定穴３４が形成され
ている。流路曲折ノズル本体３１、接続帯体３２及び固定突起３３は、ゴム等の弾性材料
から一体に成形される。
【００１１】
流路曲折ノズル本体３１は、出口開口２４ａ（２５ａ）に挿脱される筒状部３１ａと、こ
の筒状部３１ａの先端部を塞ぎ筒状部３１ａの挿入深さを定める大径頭部３１ｂと、大径
頭部３１ｂに穿けられ筒状部３１ａに連通する横穴３１ｃとを備えており、横穴３１ｃが
対物レンズ２１方向を向くように、出口開口２４ａ（２５ａ）に装着される。固定突起３
３は挿入固定穴３４内に挿入されて接着され、あるいは少なくとも流路曲折ノズル本体３
１を出口開口２４ａ（２５ａ）に挿脱するとき挿入固定穴３４から抜けない抜け強度で固
定されている。
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【００１２】
上記構成の本内視鏡１０は、一対の弾性ノズルユニット３０の固定突起３３を挿入固定穴
３４内に挿入固定した状態において、通常は、流路曲折ノズル本体３１を送気チューブ２
４（送水チューブ２５）の出口開口２４ａ（２５ａ）に挿入して使用する。一対の流路曲
折ノズル本体３１の横穴３１ｃはともに対物レンズ２１方向に向けられている。この状態
において内視鏡観察時に対物レンズ２１の表面に汚れが発生したときには、送気ボタン２
７と送水ボタン２８を操作すればよい。送気ボタン２７を操作すれば、送気チューブ２４
からの空気は流路曲折ノズル本体３１の横穴３１ｃから対物レンズ２１方向に噴出され、
送水ボタン２８を操作すれば、送水チューブ２５から水は流路曲折ノズル本体３１で同様
に曲げられて対物レンズ２１方向に噴出される。よって対物レンズ２１表面の汚れを除去
することができる。
【００１３】
一方、内視鏡の非使用状態において、送気チューブ２４と送水チューブ２５を洗浄すると
きには、流路曲折ノズル本体３１を送気チューブ２４（送水チューブ２５）から引き抜き
、送気チューブ２４と送水チューブ２５にブラシを挿通して洗浄することができる。この
とき、流路曲折ノズル本体３１は接続帯体３２に接続され、接続帯体３２は固定突起３３
によって先端部１３の先端面の挿入固定穴３４に固定されているので、流路曲折ノズル本
体３１が先端部１３（挿入部１１）から脱落することがない。
【００１４】
図４は、送気チューブ２４と送水チューブ２５に装着する弾性ノズルユニット３０Ａの別
の実施形態を示している。この実施形態は、第一の実施形態に比較して、一対の流路曲折
ノズル本体３１が第一の接続帯体３２Ａで接続され、一方の流路曲折ノズル本体３１から
別の接続帯体３２Ｂが延長され、この別の接続帯体３２Ｂの端部に固定突起３３が形成さ
れている点が異なる。この実施形態では、先端部１３の先端面に形成する挿入固定穴３４
は一つで足りる。
【００１５】
図５は、送気チューブ２４と送水チューブ２５に装着する弾性ノズルユニット３０Ｂのさ
らに別の実施形態を示している。この実施形態は、一対の流路曲折ノズル本体３１を接続
帯体３２Ｃで接続し、この接続帯体３２Ｃの中間部に固定突起３３を設けている。この実
施形態でも、先端部１３の先端面に形成する挿入固定穴３４は一つで足りる。図４、図５
において、この他の構成は第一の実施形態と同様であり、同一の構成要素には同一の符号
を付した。
【００１６】
以上の実施形態は、送気チューブ２４と送水チューブ２５を独立させるタイプの内視鏡に
本発明を適用したものであるが、送気チューブ２４と送水チューブ２５を単一の流路曲折
ノズルに連通させる送気送水兼用タイプにも本発明は同様に適用可能である。
【００１７】
【発明の効果】
以上のように本発明によれば、挿入部の先端に開口する管路に流路曲折ノズルを挿脱可能
に設ける内視鏡であって、管路のブラシ洗浄時等ノズルを開口端から外すときにもノズル
の紛失のおそれのない先端部構造を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による内視鏡の先端部構造の一実施形態を示す、内視鏡先端部の正面図で
ある。
【図２】図１のII‐II線に沿う断面図である。
【図３】流路曲折ノズルの単体形状を示す、図２のIII矢視図である。
【図４】本発明による内視鏡の先端部構造の第二の実施形態を示す、内視鏡先端部の正面
図である。
【図５】同第三の実施形態を示す正面図である。
【図６】内視鏡の全体を示す図である。
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【符号の説明】
１０　内視鏡
１１　挿入部
１２　操作部
１３　先端部
２１　対物レンズ
２２　配光レンズ
２３　処置具挿通チャンネル出口
２４　送気チューブ
２５　送水チューブ
２４ａ　２５ａ　出口開口
２７　送気ボタン
２８　送水ボタン
３０　３０Ａ　３０Ｂ　弾性ノズルユニット
３１　流路曲折ノズル本体
３１ａ　筒状部
３１ｂ　大径頭部
３１ｃ　横穴
３２　３２Ａ　３２Ｂ　接続帯体
３３　固定突起
３４　挿入固定穴

【図１】 【図２】



(6) JP 4223748 B2 2009.2.12

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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